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2-1  ❸電気ヒーター系暖房機器の使い方  

電気ヒーター系暖房機器とは、電気ストーブ、オイルヒーター、遠赤外線パネルヒーター、電気カーペット、電

気毛布、電気こたつなど、電気のエネルギーを直接熱エネルギーに変えるものです。 

日本の電力の約 80％は、化石燃料から火力発電でつくられます。そのときに 40～70％もの大きなロスが発生し

ています。電気ヒーターは、化石燃料からつくられた電気を熱エネルギーに戻して使うわけですから、電気を使わずに、

化石燃料をそのまま熱エネルギーとして使った方が、ロスが少ないのは明らかです。 

実際に、コスト面（家計）でも環境面（CO2 排出）でも、大きな差がでます。 
 

例外は電気エアコンです。ヒートポンプという原理で、使った電気よりはるかに大きなエネルギーをつくることができま

す。 👉〈参考〉P4「2-1 暖房器具➊エアコン利用のすすめ」  
 

したがって、代わりの暖房手段があれば、電気ヒーター系の暖房機器を使わないことが一番の省エネになります。 

特に、部屋全体を暖める目的で電気ヒーター系を使うと、大量の電気を使うことになりますので、注意が必要です。 
 

こたつ、電気カーペット、電気毛布等、局所暖房の手段として、どうしても手放せない場合は、省エネ対策を工

夫して使いましょう。具体的には、断熱対策となります。 
 

事例をいくつか紹介します。 
 

こたつの対策 ----------------------------- 

下敷きの下に、アルミ蒸着発泡ポリエチレンシート（厚さ 1.5mm）を

敷いています。アルミ面を上に向けることで、こたつからの熱を反射し戻し

ます。二重に敷いて、下側は、アルミ面を下向きにすると、床下への熱放

射の抑制にもなりますので、さらに効果が大きくなります。上掛けについて

も、アルミ光沢のものが市販されています。 

 
 

カーペットの対策 -------------------- 

カーペットの下に、こたつの例と同様に、アルミ蒸着シートを敷

いています。アルミ面を上に向けることが重要で、電気カーペッ

トから床下に逃げる熱を反射して戻します。部屋全体からの

輻射も反射して戻ってきます。床近くの体感温度が大きく改善

しますので、電気カーペットが不要になるかもしれません。 

 

 
 

電気毛布の対策 ---------------------- 

シーツの下に、こたつの例と同様に、アルミ蒸着シートを敷いてみ

ました。身体から発散する熱が床に逃げずに戻ってくるため、体感

的に非常に暖かくなります。これも、アルミ面を上に向けることが重

要です。電気毛布は不要になるかもしれません。 
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